
市
観
光
協
会
は
、
観
光
Ｐ
Ｒ
を
目
的
に
「
京

た
な
べ
観
光
カ
レ
ン
ダ
ー
２
０
１
１
」
を
制
作

し
ま
し
た
（
＝
写
真
）。

市
内
の
名
所
・
祭
り
な
ど
の
写
真
や
月
間
の

観
光
行
事
予
定
、
京
田
辺
市
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
２
０
１
０
の
大
賞
作
品
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。数

に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
お
買

い
求
め
く
だ
さ
い
。

販
売
開
始
日
＝
１２
月
１５
日
㈬

販
売
所
＝
▼
市
観
光
案
内
所
（
市
商
工
会
館

内
）
▼
京
田
辺
市
観
光
協
会
事
務
局
（
産
業
振

興
課
内
、
☎
６4
・
１
３
１
９
）

価
格
＝
１
部
５
０
０
円

問
合
せ
先
＝
京
田
辺
市
観
光
案
内
所
（
☎

６８
・
２
８
１
０
、
平
日
は
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
、
土
・
日
曜
日
と
祝
日
は
午
前
９
時
〜
午
後

３
時
）

子育て中のお母さんをサポートします
「てふてふ」は、幼稚園や保育所に通う前の子
どもとお母さんが自由に参加できる集いの場で
す。
子どもとゆったりと向き合え、子ども同士の出
会いはもちろん、同じように子育てをする親同士
の交流・相談の場になっています。
大きな一部屋を利用し
たこの施設は、見通しが
良く広い空間が特徴で、
どこにいても目が届き、
安心して子どもを遊ばせ
ることができます。
また、授乳コーナー・
ベビーベッド・子どもの
発育に関する情報誌など
を用意しています。子育
てに悩む人も気軽に立ち
寄ってください。

市
は
、
子
育
て
中
に
親
が

気
軽
に
集
ま
り
、
交
流
や
育

児
相
談
な
ど
が
で
き
る
子
育

て
支
援
の
拠
点
と
し
て
、
子

育
て
ひ
ろ
ば
「
て
ふ
て
ふ
」

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
子
ど

も
と
一
緒
に
遊
び
に
来
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
事
業
は
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
そ
よ
か
ぜ
子
育
て
サ

ポ
ー
ト
に
委
託
し
て
い
ま

す
。開

設
曜
日
・
時
間
＝
月
・

火
・
木
・
金
曜
日
、
午
前
１０

時
〜
午
後
２
時
３０
分

場
所
＝
京
田
辺
市
田
辺
久

戸
３５
・
１
（
＝
下
図
）

利
用
対
象
＝
主
に
、
３
歳

以
下
の
乳
幼
児
が
い
る
家
庭

の
人利

用
方
法
＝
初
め
て
利
用

す
る
人
は
登
録
が
必
要
で
す

の
で
、
来
所
し
て
く
だ
さ
い

費
用
＝
無
料

駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
少
な
い

た
め
、
公
共
交
通
機
関
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
＝
こ
ど
も
福
祉

課
（
☎
６４
・
１
３
７
７
）

＜ 4＞＜ 5＞ 平成22年（2010年）12月1日

メッセージソング「微笑みの
空」を紹介します。
この曲は、総合開会式・閉会
式の音楽プロデューサーを務め
る東儀秀樹さんが、全国から寄
せられた 1,066 件の「“こころ ”
のメッセージ」を基に詞を作り、
自身で作曲した「微笑みの空」
に乗せ誕生しました。
メッセージソングを歌うの
は、オーディションで選ばれた
和紗さんです。和紗さんは京都
市在住の歌手です。

問合せ先＝国民文化祭推進室
（☎ 64-1325）

市は、自主的な市民活動の活性化を図るため、
市民活動推進補助金を交付します。
対象＝市民 3人以上で構成し、福祉・文化・
生涯学習・スポーツ・経済・産業・観光・環境
などの活動を通じて、地域振興と活性化の推進
に寄与する団体
特定の宗教・思想などの普及活動を行う団体、
特定の公職者や政党を推薦・支持し、または反
対することを目的とする団体、暴力団または暴
力団の構成員などの統制下にある団体、主に営
利活動を目的とする団体を除きます。
対象事業＝市民を対象にした地域の活性化に
寄与する事業
同一の団体が行う事業で、過去に 3回補助を
受けた事業は対象外とします。
また、国・京都府・市が交付するほかの補助
金などの交付を受けている事業は対象になりま
せん。
対象経費＝事業に要する経費
団体などの運営・管理に使用する費用、食糧
費、備品購入費、他団体などの主催イベントな
どへの参加負担金などを除きます。
補助金額＝対象経費の 2 分の 1 以内。上限
は 10 万円。1千円未満は切り捨てとします
申請方法＝市ホームページまたは市民参画課
にある申請書で申請してください
申請・問合せ先＝市民参画課（☎ 64-1314）

市は、市民と同志社大学生らで構成し魅力あ
る地域づくりを行う団体に、地学連携推進事業
補助金を交付します。
対象＝市民と同志社大学などの部署・ゼミ・
クラブ・サークルなどで構成され、魅力ある地
域づくりを行う 10 人以上の団体
対象事業＝本市の個性を生かした活力と潤い
のある豊かな地域づくりを図るため、市内で行
う地域振興と地域活性化の推進に寄与する事業
で、市民と同志社大学などの学生・生徒が連携
協働して行う調査研究や文化・観光活動など
同一の団体が行う事業で、過去に 3回補助を
受けた事業は対象外とします。
補助金額＝事業経費の 2分の 1以内
申請方法＝市ホームページまたは市民参画課
にある申請書で申請してください
申請・問合せ先＝市民参画課（☎ 64-1314）

1111

2222

44
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㊤ままごとコーナーで

遊ぶ子どもたち㊧絵本

コーナーを利用する親

子

日
時
＝
▼
１２
月
２４
日
㈮
▼
１２

月
２７
日
㈪
、
い
ず
れ
も
午
前
９

時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

場
所
＝
子
育
て
ひ
ろ
ば
「
て

ふ
て
ふ
」

対
象
＝
市
内
に
在
住
す
る
中

学
生内

容
＝
乳
幼
児
と
の
触
れ
合

い
・
接
し
方
な
ど
を
学
び
ま
す

定
員
＝
先
着
１０
人

申
込
方
法
＝
ハ
ガ
キ
に
「
思

春
期
育
児
体
験
事
業
参
加
希

望
」・
希
望
日
・
氏
名
・
生
年

月
日
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
電

話
番
号
・
学
校
名
・
保
護
者
了

解
の
上
「
思
春
期
育
児
体
験
事

業
に
参
加
す
る
事
を
了
解
し
ま

す
」
と
保
護
者
名
を
書
い
て
郵

送
し
て
く
だ
さ
い

し
め
き
り
＝
１２
月
１５
日
㈬

申
込
・
問
合
せ
先
＝
こ
ど
も

福
祉
課（
〒
６
１
０
・
０
３
９
３

〈
住
所
不
要
〉、
☎
６４
・

１
３
７
７
）

子育てひろば「てふてふ」
スタッフの会田千鶴さん

㊨子どもに大人気の大きな

室内すべり台。室内は温か

みのある木材や照明で構成

しています

東
儀
秀
樹
さ
ん
（
左
）
と
和
紗
さ
ん

0 ～ 1才・2～ 3才コーナーには、
木製おもちゃを用意しています

学
生
と
市
民
が
一
緒
に
楽
し
む
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク

サ
ー
ク
ル
で
補
助
金
が
利
用
さ
れ
ま
し
た


